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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の、体腔内に挿入される挿入管先端に固定される観察ユニットであって、
　該観察ユニットの外形を形成する少なくとも第一の外枠と第二の外枠を有し、
　各枠は、前記第一の外枠が前記第二の外枠に嵌合された状態において各枠間に接着剤を
注入する空間を形成し、
　前記空間よりも大きな厚みと弾力性を持ち、流体が前記空間を伝ってユニット内部に浸
入する現象を防止するシール部材が、前記空間に配設され、
　前記シール部材によって前記ユニット内部に対して密封された前記空間に前記接着剤を
注入することにより前記第一及び第二の外枠が固定されることを特徴とする内視鏡用観察
ユニット。
【請求項２】
　請求項１に記載の内視鏡用観察ユニットにおいて、
　前記第一の外枠は、一端が内視鏡外部に露出する先端枠であり、
　前記第二の外枠は、該観察ユニット内部に配設される部材を被覆するための本体枠であ
ることを特徴とする内視鏡用観察ユニット。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の内視鏡用観察ユニットにおいて、
　前記シール部材は、前記各枠の周方向に沿って配設されることを特徴とする内視鏡用観
察ユニット。
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【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の内視鏡用観察ユニットにおいて、
　前記第一の外枠と前記第二の外枠は、少なくとも該第一の外枠が該第二の外枠と嵌合す
る部分において、互いに相似する形状であることを特徴とする内視鏡用観察ユニット。
【請求項５】
　請求項４に記載の内視鏡用観察ユニットにおいて、
　前記相似する形状は、円筒形状であることを特徴とする内視鏡用観察ユニット。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の内視鏡用観察ユニットにおいて、
　前記シール部材は、Ｏ－リングであることを特徴とする内視鏡用観察ユニット。
【請求項７】
　内部に拡大観察を行うための拡大光学系を有することを特徴とする請求項１から請求項
６のいずれかに記載の内視鏡用観察ユニット。
【請求項８】
　内部に共焦点観察を行うための共焦点光学系を有することを特徴とする請求項１から請
求項６のいずれかに記載の内視鏡用観察ユニット。
【請求項９】
　挿入管先端部に請求項１から請求項８のいずれかに記載の内視鏡用観察ユニットが配設
されていることを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、挿入管先端部に配設される、被検物を観察、撮像するための観察ユニット
および該観察ユニットを備えた内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡において、観察ユニットは、体腔内を観察する為の対物光学系や撮像素子等を備
えている。また観察ユニットは、体腔内に挿入される挿入管の先端部内部に設けられた空
洞に適合する形状を有している。そして、観察ユニットは、ユニット先端が内視鏡本体外
部に露出した状態で該空洞に嵌合しつつ固定されている。このような観察ユニットは例え
ば以下の特許文献１に開示される。
【０００３】
【特許文献１】特開平８－５６８９４号公報
【０００４】
　上記の通り、観察ユニットは、内視鏡の挿入管先端部に配設される部材であるため、細
径化、小型化が要望される。該要望に応えて、かつ内部に配設される各部材を保護するた
めには、薄肉化された金属材料によりユニット本体を構成するのが好ましい。一方で、外
部に露出するユニット先端に金属材料のような導電性ある材料を使用することは、安全面
から極力控える必要がある。
【０００５】
　そこで、特許文献１に開示されるように、従来の観察ユニットは、樹脂製のユニット先
端と、薄肉化された金属で形成された該先端以外の部位、つまりユニット本体とを接着剤
で堅固に固定して構成される。これにより、高い安全性を担保しつつも細径化等の要望に
応えることができる。
【０００６】
　ここで、ユニット先端とユニット本体を接着、固定する工程において、両者の接着代間
にできる空間（接着剤注入空間）には、接着剤が必ずしも完全に注入されるとは限らず、
接着剤の硬化後予期しない空隙が発生することがある。そして、発生した空隙から水分が
内部に入り込み、高画質での観察を妨げる曇り等の現象が誘発されるおそれがある。また
接着剤が、接着剤注入空間からユニット内部に流れ込んでしまうこともある。特に、ズー
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ム機能を有する拡大内視鏡や、光軸方向に焦点位置を微小変化させる共焦点内視鏡などに
配設される観察ユニットの場合、接着剤が内部に流れ込んでしまうと、対物光学系等の滑
らかな駆動の妨げになりかねない。
【０００７】
　以上の事情により、観察ユニット製造工程において、ユニット先端とユニット本体を接
着、固定する作業は、非常に精密かつ煩雑なものとならざるを得なかった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明は上記の事情に鑑み、接着剤が注入された空間に発生した間隙から流体
が内部に流出する現象を有効に防止し、かつ接着剤のユニット内部へ流出する現象も防止
して、ユニット先端とユニット本体の接着、固定を簡易に実行することができる観察ユニ
ットおよび該観察ユニットを搭載する内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するため、本発明に係る内視鏡用観察ユニットは、内視鏡の、体腔内
に挿入される挿入管先端に固定される観察ユニットであって、該観察ユニットの外形を形
成する少なくとも第一の外枠と第二の外枠を有し、各枠は、該第一の外枠が該第二の外枠
に嵌合された状態において各枠間に接着剤を注入する空間を形成し、該空間よりも大きな
厚みと、弾力性と、を持ち、流体が空間を伝ってユニット内部に浸入する現象を防止する
シール部材が、該空間に配設され、シール部材によってユニット内部に対して密封された
空間に接着剤を注入することにより第一及び第二の外枠が固定されることを特徴とする。
【００１０】
　上記のように、各枠を固定、接着するための領域にシール部材を配設することにより、
注入された接着剤が固まる段階で発生する間隙を伝って流体がユニット内部に流出する現
象を有効に防止することができる。同時に、本発明によれば、シール部材によって接着剤
注入用の空間が密封されることにより、接着剤注入時に、該空間からユニット内部に流れ
込む現象も有効に防止される。従って、製造工程において、接着剤を注入する作業にかか
る負担が軽減され、作業効率を向上することができるとともに、歩留まりを低く抑えるこ
とができる。
【００１１】
　本発明は、第一の外枠が、一端が内視鏡外部に露出する先端枠であり、第二の外枠が、
該観察ユニット内部に配設される部材を被覆するための本体枠である場合に、すなわち、
細径化を図りつつ安全性を確保するために採用される先端枠を本体枠に嵌合して接着する
構成において、より好適に実施される（請求項２）。なお、本発明は、本体枠が先端枠に
嵌合する構成であっても実施することができる。
【００１２】
　なお、上記観察ユニットにおいて、先端枠は安全性を確保するために樹脂を用いて形成
することが望ましい。また、本体枠は、細径化を図り、かつ撮像素子等の内部に備えられ
る各部材を保護する観点から薄肉の金属を用いて形成することが望ましい。
【００１３】
　また、シール部材によるシール効果の実効性を高めるためには、上記シール部材を各枠
の周方向に沿って配設することが望ましい（請求項３）。
【００１４】
　請求項４に記載の発明によれば、第一の外枠と第二の外枠は、少なくとも該第一の外枠
が該第二の外枠と嵌合する部分において、互いに相似する形状であることが望ましい（請
求項４）。相似形状にすることにより、嵌合した時に各領域間にできる空間がどの場所も
略均一になり、シール部材も特殊な形状ではなく、該相似形状に対応した形状を採用する
ことができる。該相似形状としては、内視鏡先端部における観察ユニットの占有領域を極
力小さく抑える観点から、円筒形状であることが好ましい（請求項５）。
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【００１５】
　なお本文において、シール部材とは、流体の漏れや異物の浸入を防止するために用いら
れる部材を総括したものである。例えば、シール部材としては、Ｏ－リングが好適である
（請求項６）。
【００１６】
　また、内視鏡用観察ユニットは、内部に拡大観察を行うための拡大光学系を有する構成
であっても、共焦点観察を行うための共焦点光学系を有する構成であっても良い。
【発明の効果】
【００１７】
　以上のように本発明の内視鏡によると、二つの枠の接着領域間にＯ－リング等のシール
部材を配設することにより、内視鏡外部から流入する水分等が接着剤硬化と共に形成され
る間隙を介してユニット内部に浸入する現象を有効に防止することができる。さらに、該
シール部材を配設することにより、接着剤がユニット内部に浸入する現象も防止される。
従って、ユニット先端とユニット本体の接着、固定を簡易に実行することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　図１は、本実施形態の、体腔内の生体組織を観察する為の観察ユニットを２つ（共焦点
観察ユニット１０、通常観察ユニット５０）備えた電子内視鏡１００を示す図である。図
１に示すように、本実施形態の電子内視鏡１００は、挿入部可撓管１０１と、鉗子差込口
１０２と、操作部１０３と、挿入部可撓管１０１の先端部本体１０１ｔを有する。
【００１９】
　電子内視鏡１００に形成された挿入部可撓管１０１は、体腔内に挿入される長い管であ
り、可撓性を有している。図２は、挿入部可撓管１０１の断面図である。挿入部可撓管１
０１先端部本体１０１ｔは、径の異なる円筒状の開口（空洞）を二つ有する。そして、各
空洞には、それぞれの径に対応する径を持つ円筒状の共焦点観察ユニット１０および通常
観察ユニット５０が配設されている。
【００２０】
　通常観察ユニット５０は、通常観察用対物光学系５１と撮像素子５２を備える。そして
通常観察ユニット５０は、図示しないライトガイドを介して照射される照明光の体腔内の
部位からの反射光を用いて観察画像を撮像する。
【００２１】
　共焦点観察ユニット５０は、体腔内の生体組織を観察する為のもう１つの光学ユニット
であって、通常観察ユニット５０より高い倍率で生体組織表面部及び断層部を観察する為
の光学ユニットである。共焦点観察ユニット５０は、本体枠１１、先端枠１２、Ｏ－リン
グ１３、インナーチューブ１４、シングルモード光ファイバ１５Ａと圧電素子１５Ｂを有
する発光部１５、対物光学系１６、カバーガラス１７、鏡筒１８を有する。なお、対物光
学系１６は、実際には多数のレンズによって構成されているが、図２では便宜上２枚のみ
図示する。
【００２２】
　なお、共焦点観察ユニット１０は暗部である生体組織内部が観察可能でありかつ小型な
光学ユニットである。従って、共焦点用対物光学系１６は高ＮＡでありかつ小型に形成さ
れている。その結果、共焦点用対物光学系１６の焦点距離は非常に短くなっている。また
共焦点観察ユニット１０は、通常観察時とは異なり、カバーガラス１７を生体組織に当接
して観察を行うため、先端部本体１０１ｔにおいて、通常観察ユニット５０よりも所定量
突出して固定されている。
【００２３】
　共焦点観察ユニット１０の動作を概説する。まず、図示しないプロセッサに備えられる
光源からレーザ光が照射される。レーザ光は、挿入部可撓管１０１内にある図示しないシ
ングルモード光ファイバ１５Ａの端部に入射される。当該端部に入射されたレーザ光は、
シングルモード光ファイバ１５Ａ内を伝送して該ファイバの端面１５ｔから射出される。
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端面１５ｔから射出された光束は、共焦点用対物光学系１６、カバーガラス１７を介して
生体組織４００において焦点を結ぶ。
【００２４】
　生体組織４００において焦点を結んだ光束は、生体組織４００で反射または蛍光を発し
、共焦点用対物光学系１６を介して光ファイバ端面１５ｔ近傍で焦点を結ぶ。端面１５ｔ
は、共焦点用対物光学系１６から射出された光束が生体組織４００において焦点を結んだ
位置と共役である。また、シングルモード光ファイバ１５Ａのコア径は極めて小さい。従
って、生体組織４００からの光のうち、生体組織４００で焦点を結んだ位置からの光のみ
がシングルモード光ファイバ１５Ａ内部に入射し、それ以外の光は、シングルモード光フ
ァイバ１５Ａが有するクラッド部などによって遮光されてしまう。すなわち、シングルモ
ード光ファイバ１５Ａに入射する光は、生体組織４００で焦点を結んだ位置からの光のみ
となる。
【００２５】
　シングルモード光ファイバ１５Ａによって図示しないプロセッサに導光された反射光は
、プロセッサ２２０で処理されて映像信号に変換される。そして変換された映像信号は、
共焦点用対物光学系１６による観察画像として図示しないモニタに表示されたり、記録装
置に記録されたりする。
【００２６】
　また、シングルモード光ファイバ１５Ａ端部近傍には複数の圧電素子１５Ｂが備えられ
ている。圧電素子１５Ｂは、電圧が印加されることにより変形して、シングルモード光フ
ァイバ１５Ａを押圧する。これにより、端面１５ｔを共焦点用対物光学系１６の光軸と直
交する方向に変位させる。端面１５ｔが該光軸と直交する方向に変位すると、生体組織４
００に照射される光束の焦点位置も、端面１５ｔの変位に伴って該光軸と直交する方向に
移動する。換言すると、端面１５ｔが該光軸と直交する方向に変位すると、生体組織４０
０に照射される光束は、その変位に伴って生体組織４００表面または内部を走査する。こ
れにより共焦点ユニット８９からプロセッサ２２０に２次元の観察画像を得る為の像が伝
送される。なお、共焦点観察ユニット１０は、生体組織４００上での焦点位置を対物光学
系１６の光軸方向に微小に移動自在にすべく、発光部１５や対物光学系１６といったユニ
ット内部に配設される部材が一体となって、対物光学系１６の光軸方向にスライド自在に
構成されている。ここで、本体枠１１と先端枠１２は、それぞれ先端部１０１ｔに設けら
れた円筒状の空洞に固定されている。そのため、ユニット内部の部材の、対物光学系１６
の光軸方向へのスライドは、各枠１１、１２に対してインナーチューブ１４や鏡筒１８が
スライドすることにより、達成される。
【００２７】
　次に、本実施形態の特徴的な部分である、共焦点観察ユニット１０の具体的構成につい
て詳述する。上記の通り、共焦点観察ユニット１０は、先端部本体１０１ｔにおいて、所
定量突出した状態で配設される。従って、突出する先端枠１２は、安全性の観点から樹脂
によって形成されている。また、少しでも細径化を図り、内視鏡観察中に被検者に与える
負担を軽減するために細径化を実現すると共に、ユニット内部に配設される各部材を保護
する観点から、本体枠１１は薄肉の金属で形成される。なお、金属製の本体枠１１は、安
全性の観点等から、図示しない絶縁材（例えば絶縁テープ）によって被覆してもよい。
【００２８】
　本体枠１１と先端枠１２は、いずれか一方の枠の一部が他方の枠内に嵌め込まれた状態
で、接着剤を用いて堅固に固定される。本実施形態では、先端枠１２の一部が本体枠１１
の一部に嵌合した状態で固定される。図３は、共焦点観察ユニット１０において、先端枠
１２が本体枠１１に嵌合される部分（接着される部分）を拡大して示す断面図である。な
お図３は、本実施形態の特徴をより分かりやすく説明するため、便宜上、各部材間に形成
される隙間を誇張して図示している。従って、実際のユニットにおいては図３に示すほど
明らかな隙間は存在しない。本実施形態の共焦点観察ユニット１０は、図２、図３に示す
ように、先端枠１２の一部、より具体的には先端枠１２において先端部本体１０１ｔから
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外部に露出した端部（カバーガラス１７を保持する側の端部）とは反対側の端部の一部が
本体枠１１内に挿入される。そして、本体枠１１は、先端枠１２との接着部位における内
壁に接着代１１Ａを有する。同様に、先端枠１２は、本体枠１１との接着部位における外
壁に接着代１２Ａを有する。
【００２９】
　そして、接着剤を注入する空間を確保するために、接着代１１Ａは、接着代１２Ａより
も僅かに小さい外径に設計される。接着代１１Ａと接着代１２Ａの間に形成された空間（
接着剤注入用空間）に接着剤が注入される。図３中、注入された接着剤を斜線領域で示す
。なお、接着代１１Ａは、本体枠１１における先端枠１２との接着部位の内壁の略全域、
接着代１２Ａは、先端枠１２における本体枠１１との接着部位の外壁の略全域に、それぞ
れ設けられている。つまり、接着剤は各枠１１、１２の接着部位の周方向においてまんべ
んなく注入される。
【００３０】
　Ｏ－リング１３は、本体枠１１と先端枠１２の間に配設されるシール部材である。詳し
くは、Ｏ－リング１３は、二つの接着代１１Ａ、１２Ａによって形成される接着剤注入用
空間の幅よりも大きな厚みを有し、かつ本体枠１１と先端枠１２の固定の妨げとならない
ように弾力性を有する。また、Ｏ－リング１３は、各枠１１、１２の周方向に沿って延出
するドーナッツ形状になっている。従って、本体枠１１と先端枠１２を固定すると、接着
剤注入用空間は、Ｏ－リング１３によって密封される。図４は、図２におけるＡ－Ａ線断
面図である。図４に示すように、共焦点観察ユニット１０において、Ｏ－リング１３配設
位置においては、最外周側から本体枠１１、Ｏ－リング１３、先端枠１２の順に隙間無く
固定されていることが分かる。なお、実際のユニット１０では、図４に示す先端枠１２と
鏡筒１８間には、鏡筒１８が対物光学系１６の光軸方向に微少移動するための微少なスペ
ースが設けられている。
【００３１】
　図２に示すように、先端部本体１０１ｔに設けられた円筒状の空洞に共焦点観察ユニッ
ト１０を固定する構成では、生体組織４００を有する体腔内から水蒸気等の流体が、先端
枠１２と先端部本体１０１ｔの隙間を図３中塗りつぶし矢印線で示す方向に沿って可撓管
１０１内部に浸入する可能性がある。ここで、もし接着剤注入時に空気が入り込んだりし
て、硬化後に間隙が発生していると、該流体が該間隙を通って、共焦点観察ユニット１０
内部に流出してしまう。これにより、対物光学系１６に曇り等が発生して、撮像に悪影響
を与えかねない。しかし、図３、図４に示すようにＯ－リング１３を設けることにより、
接着剤注入用の空間はＯ－リング１３によって密封される。換言すれば、流体のユニット
内部への浸入経路がＯ－リングによって確実に遮断される。従って、構成上本体枠１１と
先端枠１２を互いに嵌合し合って形成される観察ユニットであっても、上記の曇り等の現
象を有効に防止することができる。
【００３２】
　また、Ｏ－リング１３によって接着剤注入用の空間が密封されることにより、硬化前の
接着剤そのものが、該空間とユニット内部との境界近傍の領域（図３中、一点鎖線で囲ん
だ領域）Ｌを経て、ユニット内部に流れ込む現象も有効に防止される。従って、製造工程
において、接着剤を注入する作業にかかる負担が軽減され、作業効率を向上することがで
きるとともに、歩留まりを低く抑えることができる。
【００３３】
　以上が本発明の実施形態である。本発明はこれらの実施形態に限定されるものではなく
様々な範囲で変形が可能である。
【００３４】
　例えば、上記実施形態では、本体枠１１と先端枠１２の二つの枠からなる共焦点観察ユ
ニット１０を説明した。本発明に係る内視鏡用観察ユニットは、二つ以上の枠を用いて形
成される、すなわち１つ以上の嵌合（接着）部を持つ構成であっても良い。この場合、各
嵌合部位（接着部位）にＯ－リングを配設することにより、水蒸気や接着剤がユニット内
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【００３５】
また、本発明に係る内視鏡用観察ユニットは、共焦点観察用に限定されるものではない。
例えば、対物光学系を構成する一部のレンズ（群）が光軸方向に移動することにより、生
体組織の拡大観察を実現する拡大観察用のユニットにも、好適に実施することができる。
拡大観察用のユニットに本発明を適用した場合、接着剤が内部に流れ込むことにより、上
記の一部レンズ群の移動の妨げとなるおそれを有効に回避することができる。
【００３６】
　また、上記実施形態では、先端枠１２が本体枠１１に挿入される構成を説明したが、本
発明に係る内視鏡用観察ユニットは、該構成に限定されるものではない。例えば、本体枠
１１が先端枠１２に嵌合される構成であっても良い。
【００３７】
　また、上記実施形態ではシール部材としてＯ－リングを用いているが、あくまで例示で
ある。すなわち、二つの接着代間にできる接着剤注入用空間からユニット内部への流体の
流出を防止することができ、かつ堅固な接着の妨げとならないように構成されたシール部
材であれば、該Ｏ－リング以外であっても使用することができる。
【００３８】
　また、上記実施形態の内視鏡用観察ユニットは、先端部本体をより小型化、細径化する
ために最も好適な形状である円筒形状を有していると説明した。本発明を実施するにあた
っては、ユニットの形状は円筒形状に限定されるものではない。但し、円筒形状以外の形
状を持つ内視鏡用ユニットを使用する場合、シール部材も、該ユニットの形状、より厳密
には、該ユニットの形状を決定する二つの枠の嵌合部位（接着部位）に形成される接着剤
注入用空間の形状に対応した形状に構成する必要がある。
【００３９】
　また上記実施形態では、体腔内の生体組織を観察する為の観察ユニットを２種類備えた
電子内視鏡１００を説明したが、本発明は、上述した内視鏡用観察ユニットが単独で配設
される電子内視鏡であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の実施形態の電子内視鏡を示す図である。
【図２】本発明の実施形態の電子内視鏡の先端部の構成を示す断面図である。
【図３】実施形態の共焦点観察ユニットの本体枠と先端枠との嵌合部分を拡大して示す図
である。
【図４】図２におけるＡ－Ａ線断面図である。
【符号の説明】
【００４１】
１０　共焦点観察ユニット
１１　本体枠
１２　先端枠
１３　Ｏ－リング
１００　電子内視鏡
１０１　挿入部可撓管
１０１ｔ　先端部本体
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